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1ハードウェア・アーキテクチャ 

1.1 アーキテクチャ 

Gowin_PicoRV32アーキテクチャには、図 1-1に示すように、

PicoRV32コア、命令メモリ ITCM、データメモリ DTCM、軽量 UART、

AHBバス拡張インターフェース、Wishboneバス、および周辺機器が含ま

れています。 

図 1-1アーキテクチャ 

 
 

 Gowin PicoRV32 COREは 32ビットの RISC-Vアーキテクチャを備え

たマイクロコントローラ・コアです。 

 ITCMは命令メモリです。 

 DTCMはデータメモリです。 

 Simple UARTは構成可能な軽量 UARTです。 

 OPEN AHB INTERFACEは、ユーザーが AHBバスインターフェース
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の周辺機器を拡張するための AHBバス拡張インターフェースです。 

 Wishboneバスは、PicoRV32コアと、UART、I2C Master、SPI Master、

SPI Slave、GPIO、ADV SPI-Flash Memory、およびWishboneバス拡

張インターフェースを含むWishboneインターフェースの周辺機器と

を接続します。 

1.2 システムの特徴 

Gowin_PicoRV32は 2つのサブシステムで構成されています： 

 マイクロコントローラ・コア、命令メモリ、データメモリ、構成可能

な軽量UART、およびAHBバス拡張インターフェースを含むPicoRV32 

Coreサブシステム。 

 WishboneバスおよびWishboneインターフェースを介してアクセスさ

れる周辺機器を含むWishbone Busサブシステム。 

1.2.1 PicoRV32 Coreサブシステム 

プロセッサコア 

 RISC-V 32ビット整数命令セットアーキテクチャ。 

 構成可能な RISC-V32M乗算/除算命令セット拡張および構成可能な

RISC-V32C圧縮命令セット拡張。 

 オフチップSPI FLASH Memoryによるダウンロードと起動をサポート

する構成可能な SPI FLASH Memoryインターフェース。 

 カスタム割り込み管理命令を採用し、32の割り込みソース管理をサポ

ートし、割り込み優先度をソフトウェアで制御できる、オンチップ割

り込みハンドラー。 

 カスタムタイマー操作命令を使用した、オンチップ 32ビットタイマー。 

 オンラインデバッグをサポートする、デバッグモジュール 

 ビッグエンディアン/リトルエディアン：RISC-Vはリトルエンディア

ン形式のみをサポート。 

 Trap Stack Overflow機能をサポート。 

Memory 

 ITCM：リトルエンディアン形式をサポートする、サイズ

(8/16/32/64/128/256/512KB)が構成可能な命令メモリ。 

 DTCM：リトルエンディアン形式をサポートし、Hardware Stack 

Protection機能をサポートする、サイズ(8/16/32/64/128/256/512KB)が

構成可能なデータメモリ。 

Simple UART 

 軽量な UARTシリアル通信インターフェース 

 必要なロジックリソースはごくわずか 
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OPEN AHB INTERFACE 

 AHBバス拡張インターフェース 

 ユーザーは AHBバス拡張インターフェースを使用して AHBバスイン

ターフェースの周辺機器の接続を拡張できます 

1.2.2 Wishbone Busサブシステム 

Wishbone Busサブシステムは、UART、I2C Master、SPI Master、SPI 

Slave、GPIO、ADV SPI-Flash Memory、およびWishboneバス拡張イン

ターフェースで構成されています。 

1.3 システムポートの定義 

Gowin_PicoRV32システムのポートの定義を表 1-1に示します。 

表 1-1ポート一覧 

名称 I/O 
幅(ビ

ット) 
説明 モジュール 

clk_in 入力 1 システムクロック信号 - 

resetn_in 入力 1 システムリセット信号 - 

irq_in 入力 12 外部割り込み入力信号 

OPEN WB 
INTERFACE

とOPEN AHB 

INTERFACE 

jtag_TDI 入力 1 JTAGデータ入力信号 

Debug 
jtag_TCK 入力 1 JTAGクロック入力信号 

jtag_TMS 入力 1 JTAGモード選択信号 

jtag_TDO 出力 1 JTAGデータ出力 

ser_tx 出力 1 Simple UARTの出力信号 
Simple UART 

ser_rx 入力 1 Simple UARTの入力信号 

gpio_io 
入出

力 
32 Wishbone GPIOの入出力信号 WB GPIO 

wbuart_tx 出力 1 Wishbone UARTの出力信号 
WB UART 

wbuart_rx 入力 1 Wishbone UARTの入力信号 

wbi2c_sda 
入出

力 
1 Wishbone I2C Masterのデータ 

WB I2C 
Master 

wbi2c_scl 
入出

力 
1 

Wishbone I2C Mashterのクロック

信号 

wbspi_master_
miso 

入力 1 Wishbone SPI MasterのMISO信号 

WB SPI 
Master 

wbspi_master_
mosi 

出力 1 Wishbone SPI MasterのMOSI信号 

wbspi_master_
ssn 

出力  

Wishbone SPI MasterのSLAVE選

択信号 

各ビットは1つのSLAVEに対応
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名称 I/O 
幅(ビ

ット) 
説明 モジュール 

し、最大8ビットをサポートします 

wbspi_master_
sclk 

出力 1 
Wishbone SPI Masterのクロック

信号 

wbspi_slave_mi
so 

出力 1 Wishbone SPI SlaveのMISO信号 

WB SPI 
Slave 

wbspi_slave_m
osi 

入力 1 Wishbone SPI SlaveのMOSI信号 

wbspi_slave_ss
n 

入力 1 
Wishbone SPI SlaveのSLAVE選

択信号 

wbspi_slave_sc
lk 

入力 1 
Wishbone SPI Slaveのクロック信

号 

io_spi_clk 
入出

力 
1 ADV SPI-Flashのクロック信号 

ADV 
SPI-Flash 
Memory 

io_spi_csn 
入出

力 
1 

ADV SPI-Flashのチップセレクト

信号 

io_spi_mosi 
入出

力 
1 ADV SPI-FlashのMOSI信号 

io_spi_miso 
入出

力 
1 ADV SPI-FlashのMISO信号 

slv_ext_stb_o 出力 1 
Wishboneバス拡張インターフェ

ースのstrb信号 

OPEN WB 
INTERFACE 

slv_ext_we_o 出力 1 
Wishboneバス拡張インターフェ

ースの書き込み信号 

slv_ext_cyc_o 出力 1 
Wishboneバス拡張インターフェ

ースのcyc信号 

slv_ext_ack_i 入力 1 
Wishboneバス拡張インターフェ

ースのack信号 

slv_ext_adr_o 出力 32 
Wishboneバス拡張インターフェ

ースのアドレス 

slv_ext_wdata_
o 

出力 32 
Wishboneバス拡張インターフェ

ースの書き込みデータ 

slv_ext_rdata_i 入力 32 
Wishboneバス拡張インターフェ

ースの読み出しデータ 

slv_ext_sel_o 出力 4 
Wishboneバス拡張インターフェ

ースのバイト選択信号 

hrdata 入力 32 
AHBバス拡張インターフェースの

読み出しデータ信号 

OPEN AHB 
INTERFACE 

hresp 入力 2 
AHBバス拡張インターフェースの

バス転送状態 

hready 入力 1 
AHBバス拡張インターフェース準

備完了 

haddr 出力 32 Wishboneバス拡張インターフェ
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名称 I/O 
幅(ビ

ット) 
説明 モジュール 

ースのアドレス 

hwrite 出力 1 
AHBバス拡張インターフェースの

読み出し/書き込み方向 

hsize 出力 3 
AHBバス拡張インターフェースの

転送データのサイズ 

hburst 出力 3 
AHBバス拡張インターフェースの

バースト信号 

hwdata 出力 32 
AHBバス拡張インターフェースの

書き込みデータ 

hsel 出力 1 
AHBバス拡張インターフェースの

チップセレクト信号 

htrans 出力 2 
AHBバス拡張インターフェースの

転送タイプ 

1.4 リソース使用量 

例えば、Aバージョンの GW5A-25の場合、Gowin_PicoRV32システ

ムのリソース使用量は表 1-2に示すとおりです。 

表 1-2リソース使用量 

Resources 

Configuration       
LUT Register BSRAM DSP 

MCUコア 5937 3583 32 2 

MCUコア+バス・周辺機器 8542 5405 32 2 
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2ハードウェア設計フロー 

2.1 ハードウェア環境 

 DK_START_GW2A18 V2.0 

GW2A-LV18PG256C8/I7 

GW2A-18(Cバージョン) 

 DK_START_GW2A-LV55PG484C8I7 V1.3 

GW2A-LV55PG484C8/I7 

GW2A-55(Cバージョン) 

 DK_START_GW5AST-LV138FPG676A V1.0 

GW5AST-LV138FPG676AC1/I0 

GW5AST-138 (Bバージョン) 

 DK_DP_GW5AT-LV60UG225 V1.0 

GW5AT-LV60UG225C2/I1 

GW5AT-60 (Bバージョン) 

 DK_START_GW5A-LV25UG324 V2.0 

GW5A-LV25UG324C2/I1 

GW5A-25 (Aバージョン) 

2.2 ソフトウェアのバージョン 

テスト済みバージョン：Gowin_V1.9.11.02 (64-bit) 

2.3 IPコア生成ツール 

Gowinソフトウェアは、Gowin_PicoRV32 IP設計を構成および生成す

るための IP Core Generatorを提供します。 

2.4 ダウンロードツール 

Gowinソフトウェアは、ビットストリーム・ファイルをダウンロード
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するための Programmerを提供します。 

Programmerの使用方法については、『Gowin Programmerユーザーガ

イド(SUG502)』を参照してください。 

2.5 設計フロー 

Gowin_PicoRV32ハードウェア設計フロー： 

1. IP Core Generatorで PicoRV32 CoreサブシステムとWishbone Bus

サブシステムを構成してGowin_PicoRV32 IP設計を生成してプロジェ

クトにインポートします。 

注記： 

Wishboneバス拡張インターフェースまたは AHBバス拡張インターフェースを介し

てカスタム周辺機器にアクセスする必要がある場合は、OPEN WB INTERFACEまた

は OPEN AHB INTERFACEを有効にし、「Use Gowin PicoRV32 as top module」オ

プションを無効にします。 

2. Gowin_PicoRV32 IP Top Moduleをインスタンス化してユーザーデザ

インをインポートし、Gowin_PicoRV32 IP Top Moduleおよびユーザー

デザインを接続させます。 

3. 物理制約とタイミング制約を与えます。 

4. 合成ツールである GowinSynthesisで合成してネットリスト・ファイル

を生成します。 

5. 合成が完了したら、配置配線ツールの Place & Routeを実行してビッ

トストリーム・ファイルを生成します。 

6. ダウンロードツールである Programmerを使用してビットストリー

ム・ファイルを FPGAにダウンロードします。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG502J.pdf


3プロジェクトテンプレート 3.1プロジェクトの作成 

 

IPUG914-1.9J 8(32) 

 

3プロジェクトテンプレート 

3.1 プロジェクトの作成 

3.1.1 プロジェクトの新規作成 

Gowinソフトウェアを起動した後、メニューバーで「File > New… > 

FPGA Design Project…」を選択するか、ツールバーの「 」または「Quick 

Start」ページの「New Project…」をクリックしてプロジェクトを新規作成

します(図 3-1)。 

図 3-1 New Projects 
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3.1.2 プロジェクトの名称とパスの設定 

プロジェクト名を入力し、プロジェクトのパスを選択します(図 3-2)。 

図 3-2 Project Name 

 

3.1.3 デバイスの選択 

「Series」、「Device」、「Device Version」、「Package」、「Speed」、お

よび「Part Number」を選択します(図 3-3)。 

例えば、DK_START_GW5A-LV25UG324 V2.0開発ボードのリファレ

ンス・デザインの場合の構成は次のとおりです： 

 Series：GW5A 

 Device：GW5A-25 

 Device Version：A 

 Package：UBGA324 

 Speed：C2/I1 

 Part Number：GW5A-LV25UG324C2/I1 
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図 3-3 Select Device 

 

3.1.4 プロジェクト作成の完了 

図 3-4に示すように、プロジェクトの新規作成を完了します。 

図 3-4 Summary 

 

3.2 ハードウェア設計 

IP Core Generatorを使用してGowin_PicoRV32 IP設計を生成します。 

メニューから「Tools > IP Core Generator」を選択するか、ツールバ

ーで「 」を選択して IP Core Generatorを開きます。 

「Soft IP Core > Microprocessor System > Soft-Core-MCU > 

Gowin_PicoRV32 1.4」を選択します(図 3-5)。 
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図 3-5Gowin_PicoRV32の選択 

 
 

Gowin_PicoRV32をダブルクリックして開きます。図 3-6に示すよう

に、GowinPicoRV32アーキテクチャには、Gowin PicoRV32 COREサブシ

ステムとWishbone Busサブシステムが含まれています。 

構成されたモジュールは緑色で表示されます。 

図 3-6システムの構成 
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3.2.1 PicoRV32 COREサブシステムの構成 

Gowin PicoRV32 COREの構成 

Gowin PicoRV32 COREをダブルクリックして構成します(図 3-7)。 

図 3-7 Gowin PicoRV32 COREの構成 

 
 

Gowin PicoRV32 COREの構成オプションを表 3-1に示します。 

表 3-1 Gowin PicoRV32 COREの構成オプション 

構成オプション 説明 

Support RV32C Extends 
RISC-V圧縮命令セット拡張をサポートするかどうかを

選択します。デフォルトではチェックされています。 

Support RV32M Extends 
RISC-V乗算/除算命令セット拡張をサポートするかどう

かを選択します。デフォルトではチェックされています。 

Enable Interrupts 
割り込み処理をサポートするかどうかを選択します。デ

フォルトではチェックされています。 

Enable Timer 
タイマーをサポートするかどうかを選択します。デフォ

ルトではチェックされています。 

Enable Counters 

カウント命令 RDCYCLE[H]/RDTIME[H]/RDINSTRET[H]

をサポートするかどうかを選択します。デフォルトでは

チェックされています。 

Two Stage Shift 

2段階シフト機能をサポートするかどうかを選択します

(チェックする場合、シフト操作を高速化できますが、ロ

ジックリソースの使用量も増加します)。デフォルトでは

チェックされています。 

Two Cycle Compare 

2サイクルの比較機能をサポートするかどうかを選択し

ます(チェックする場合、データのパスの長さを短くして

タイミングの品質を向上させることができますが、比較

命令を実行するために 1クロックサイクルが増加しま
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構成オプション 説明 

す)。デフォルトではチェックされていません(つまり、

オフです)。 

Two Cycle ALU 

2サイクルの演算機能をサポートするかどうかを選択し

ます(チェックする場合、データのパスの長さを短くして

タイミングの品質を向上させることができますが、演算

命令を実行するために 1クロックサイクルが増加しま

す)。デフォルトではチェックされていません。 

Barrel Shifter 
バレルシフト機能をサポートするかどうかを選択しま

す。デフォルトではチェックされていません。 

Catch Misalign 

メモリアクセス中にアドレスミスアライメント・エラー

が発生したときに TRAPに入って動作を停止するかどう

かを選択します。デフォルトではチェックされています。 

Catch illegal Instruction 

不当命令を実行するときに TRAPに入って動作を停止す

るかどうかを選択します。デフォルトではチェックされ

ています。 

Trap Stack Overflow 
スタックオーバーフロー防止機能を有効にするかどうか

を選択します。デフォルトではチェックされていません。 

Enable Debug 
オンラインデバッグをサポートするかどうかを選択しま

す。デフォルトではチェックされています。 

 

命令メモリ ITCMの構成 

命令メモリ ITCMをダブルクリックして構成します。図 3-8に示すよ

うに、ITCM Size、Gowin_PicoRV32の起動方法、および ITCMの初期値

ファイルを構成できます。 

図 3-8命令メモリ ITCMの構成 

 

 

 ITCM Size 
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- サイズは、8KB、16KB、32KB、64KB、128KB、256KB、または

512KBです。 

- GW1N/R-9の場合、最大値は 32KBで、デフォルトは 16KBです。 

- GW2AN-9X/18Xの場合、最大値は 32KBで、デフォルトは 16KB

です。 

- GW2A/R/NR-18の場合、最大値は 64KBで、デフォルトは 32KB

です。 

- GW2A/N-55の場合、最大値は 256KBで、デフォルトは 64KBで

す。 

- GW5A/T/ST/S-138の場合、最大値は 512KBで、デフォルトは

128KBです。 

- GW5AT-75の場合、最大値は 256KBで、デフォルトは 128KBで

す。 

- GW5A/R/S-25の場合、最大値は 64KBで、デフォルトは 32KBで

す。 

- GW5AT/RT-15の場合、最大値は 64KBで、デフォルトは 32KBで

す。 

- GW5A/T-60の場合、最大値は128KBで、デフォルトは64KBです。 

- GW3A/R-20の場合、最大値は 64KBで、デフォルトは 32KBです。 

 Boot Mode 

- オフチップ SPI FLASH Memoryによるダウンロードおよび起動、

命令メモリ ITCMによる実行(MCU boot from external Flash and 

run in ITCM)。 

- オフチップ SPI FLASH Memoryによるダウンロードおよび起動、

オフチップ SPI FLASH Memoryによる実行(MCU boot and run in 

external Flash)。 

- 命令メモリ ITCMによる起動、命令メモリ ITCMによる実行(MCU 

boot and run in ITCM) 

注記： 

 MCU boot and run in ITCMがチェックされた場合、ITCM Initialization Fileに ITCM

初期化ファイル(つまり、Gowin_PicoRV32ソフトウェア設計 ram32.hex)をインポー

トする必要があります。 

 ITCM Initialization Fileのパスには、数字または¥n、¥tなどのエスケープ文字を使用

してはなりません。 

データメモリ DTCMの構成 

データメモリ DTCMをダブルクリックして構成します。図 3-9に示す

ように、DTCM Size、ハードウェアスタック保護およびその範囲を構成で

きます。 
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図 3-9データメモリ DTCMの構成 

 
 

 DTCM Size 

- サイズは、8KB、16KB、32KB、64KB、128KB、256KB、または

512KBです。 

- GW1N/R-9の場合、最大値は 32KBで、デフォルトは 16KBです。 

- GW2AN-9X/18Xの場合、最大値は 32KBで、デフォルトは 16KB

です。 

- GW2A/R/NR-18の場合、最大値は 64KBで、デフォルトは 32KB

です。 

- GW2A/N-55の場合、最大値は 256KBで、デフォルトは 64KBで

す。 

- GW5A/T/ST/S-138の場合、最大値は 512KBで、デフォルトは

128KBです。 

- GW5AT-75の場合、最大値は 256KBで、デフォルトは 128KBで

す。 

- GW5A/R/S-25の場合、最大値は 64KBで、デフォルトは 32KBで

す。 

- GW5AT/RT-15の場合、最大値は 64KBで、デフォルトは 32KBで

す。 

- GW5A/T-60の場合、最大値は128KBで、デフォルトは64KBです。 

- GW3A/R-20の場合、最大値は 64KBで、デフォルトは 32KBです。 

 Hardware Stack Protection 

- Enable Hardware Stack Protectionをチェックすると、
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Gowin_PicoRV32はハードウェアスタック保護をサポートするよ

うになります。 

- Hardware Stack Protection Value：ハードウェアスタック保護の範

囲であり、DTCM Size未満である必要があります。 

ITCMと DTCM Sizeの構成の制限 

 GW1N/R-9の場合、ITCMまたは DTCMのサイズは最大 32KBに構成

できますが、ITCMまたは DTCMが 32KBに構成されている場合、も

う 1つのメモリは最大 16KBになります。 

 GW2AN-9X/18Xの場合、ITCMまたは DTCMのサイズは最大 32KBに

構成できますが、ITCMまたはDTCMが 32KBに構成されている場合、

もう 1つのメモリは最大 16KBになります。 

 GW2A/R/NR-18の場合、ITCMまたは DTCMのサイズは最大 64KBに

構成できますが、ITCMまたはDTCMが 64KBに構成されている場合、

もう 1つのメモリは最大 16KBになります。 

 GW2A/N-55の場合、ITCMまたは DTCMのサイズは最大 256KBに構

成できますが、ITCMまたは DTCMが 256KBに構成されている場合、

もう 1つのメモリは最大 16KBになります。 

 GW5A/T/ST/S-138の場合、ITCMまたは DTCMのサイズは最大 512KB

に構成できますが、ITCMまたは DTCMが 512KBに構成されている場

合、もう 1つのメモリは最大 128KBになります。 

 GW5AT-75の場合、ITCMまたは DTCMのサイズは最大 256KBに構成

できますが、ITCMまたは DTCMが 256KBに構成されている場合、も

う 1つのメモリは最大 256KBになります。 

 GW5A/R/S-25の場合、ITCMまたは DTCMのサイズは最大 64KBに構

成できますが、ITCMまたは DTCMが 64KBに構成されている場合、

もう 1つのメモリは最大 32KBになります。 

 GW5AT/RT-15の場合、ITCMまたは DTCMのサイズは最大 64KBに

構成できますが、ITCMまたはDTCMが 64KBに構成されている場合、

もう 1つのメモリは最大 8KBになります。 

 GW5A/T-60の場合、ITCMまたは DTCMのサイズは最大 128KBに構

成できますが、ITCMまたは DTCMが 128KBに構成されている場合、

もう 1つのメモリは最大 64KBになります。 

 GW3A/R-20の場合、ITCMまたは DTCMのサイズは最大 64KBに構成

できますが、ITCMまたは DTCMが 64KBに構成されている場合、も

う 1つのメモリは最大 32KBになります。 

Simple UARTの構成 

Simple UARTをダブルクリックして構成します。図 3-10に示すよう

に、Simple UARTを有効にするかどうかを構成できます。 

Enable Simple UARTをチェックすると、Gowin_PicoRV32は Simple 
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UARTをサポートするようになります。デフォルトではチェックされてい

ます。 

図 3-10 Simple UARTの構成 

 
 

OPEN AHB INTERFACEの構成 

OPEN AHB INTERFACEをダブルクリックして構成します(図 3-11)。 

 デフォルトではチェックされていません。 

 Enable Open AHB Interfaceをチェックすると、Gowin_PicoRV32は

OPEN AHB INTERFACEをサポートすることになります。ユーザーは

このインターフェースで AHBバス拡張インターフェース経由の周辺

機器を接続できます。 

 ユーザーが拡張したAHB周辺機器用の12個の外部割り込み信号 irq_in 

[31:20]は予約されています。 
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図 3-11 OPEN AHB INTERFACEの構成 

 

3.2.2 Wishbone Busサブシステムの構成 

Wishbone Busサブシステムは、WB UART、WB I2C Master、WB SPI 

Master、WB SPI Slave、WB GPIO、ADV SPI-Flash Memory、および OPEN 

WB INTERFACEを含む周辺機器をサポートできます。 

Wishbone Busサブシステムの構成オプションを表 3-2に示します。 

表 3-2 Wishbone Busサブシステムの構成オプション 

構成オプション 説明 

Enable Wishbone UART 
WB UARTを有効にします。デフォルトではオフで

す。 

Enable Wishbone I2C 
Master 

WB I2C Masterを有効にします。デフォルトではオフ

です。 

Enable Wishbone SPI 
Master 

WB SPI Masterを有効にします。デフォルトではオフ

です。 

Enable Wishbone SPI 
Slave 

WB SPI Slaveを有効にします。デフォルトではオフ

です。 

Enable Wishbone GPIO WB GPIOを有効にします。デフォルトではオフです。 

Enable ADV SPI-Flash 
ADV SPI-Flash Memoryを有効にします。デフォルト

ではオフです。 

Enable Open Wishbone 
Interface 

OPEN WB INTERFACEを有効にします。デフォルト

ではオフです。 

 

WB UARTの構成 

WB UARTをダブルクリックして構成します(図 3-12)。 

Enable Wishbone UARTをチェックすると、Gowin_PicoRV32は
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Wishbone UARTをサポートするようになります。デフォルトではチェッ

クされていません。 

図 3-12 WB UARTの構成 

  
 

WB I2C Masterの構成 

WB I2C Masterをダブルクリックして構成します(図 3-13)。 

Enable Wishbone I2C Masterをチェックすると、Gowin_PicoRV32は

Wishbone I2C Masterをサポートするようになります。デフォルトではチ

ェックされていません。 

図 3-13 WB I2C Masterの構成 
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WB SPI Masterの構成 

WB SPI Masterをダブルクリックして構成します(図 3-14)。 

図 3-14 WB SPI Masterの構成 

  
 

Enable Wishbone SPI Masterをチェックすると、Gowin_PicoRV32は

Wishbone SPI Masterをサポートするようになります。デフォルトではチ

ェックされていません。 

Wishbone SPI Masterを有効にした場合、Wishbone SPI Masterのパ

ラメータを構成できます(表 3-3)。 

表 3-3 WB SPI Masterのパラメータの構成オプション 

パラメータ 説明 

Shift direction 

データの転送形式を指定します： 

0の場合、データの最上位ビット(MSB)が最初に送信されます 

1の場合、データの最下位ビット(LSB)が最初に送信されます 

Clock phase 

WB SPI Masterのクロック位相を指定します： 

0の場合、データはSCLKの最初のエッジで有効です。 

1の場合、データはSCLKの2番目のエッジで有効です。 

Clock polarity 

WB SPI Masterのクロック極性を指定します： 

0の場合、アイドル状態の間、SCLKはLowです 

1の場合、アイドル状態の間、SCLKはHighです 

Clock count width 
クロックカウンターの範囲を指定します 

SCLKのデータ幅を実現するには、十分なビット幅が必要です。 

Clock sel 

CLK_I分周によりSCLKを生成するために必要な分周係数を指

定します 

SCLKは次の式で計算可能：SCLK=CLK_I/(2*(CLOCK_SEL)+1) 

値の範囲：0 ~ 2^(clock count width) - 1 

Data length データの幅を指定します 
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パラメータ 説明 

値の範囲：8/16/32/64 

Slave number 
サポートできるスレーブの数を指定します 

値の範囲：1 ~ 32 

Delay time 

SS_N信号がアサートされた後、データの最初のビットが送信

される前に待機する遅延時間を指定します： 

遅延時間の計算式：Delay = Delay Time * (SCLK period / 2) 

値の範囲：0 ~ 63 

Interval length 

SPI送信要求後にSS_N信号が待機するSCLKサイクルの数を

指定。 

値の範囲：0 ~ 63 

 

WB SPI Slaveの構成 

WB SPI Slaveをダブルクリックして構成します(図 3-15)。 

図 3-15 WB SPI Slaveの構成 

  
 

Enable Wishbone SPI Slaveをチェックすると、Gowin_PicoRV32は

Wishbone SPI Slaveをサポートするようになります。デフォルトではチェ

ックされていません。 

Wishbone SPI Slaveを有効にした場合、Wishbone SPI Slaveのパラ

メータを構成できます(表 3-4)。 

表 3-4 WB SPI Slaveのパラメータの構成オプション 

パラメータ 説明 

Shift direction 

データの転送形式を指定します： 

0の場合、データの最上位ビット(MSB)が最初に送信されます。 

1の場合、データの最下位ビット(LSB)が最初に送信されます。 
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パラメータ 説明 

Clock phase 

WB SPI Slaveのクロック位相を指定します： 

0の場合、データはSCLKの最初のエッジで有効です。 

1の場合、データはSCLKの2番目のエッジで有効です。 

Clock polarity 

WB SPI Slaveのクロック極性を指定します： 

0の場合、アイドル状態の間、SCLKはLowです。 

1の場合、アイドル状態の間、SCLKはHighです。 

Clock count width 
クロックカウンターの範囲を指定します： 

SCLKのデータ幅を実現するには、十分なビット幅が必要です。 

Clock sel 

CLK_I分周によりSCLKを生成するために必要な分周係数を指

定します： 

SCLKは次の式で計算可能：SCLK=CLK_I/(2*(CLOCK_SEL)+1) 

値の範囲：0 ~ 2^(clock count width) - 1 

Data length 
データの幅を指定します： 

値の範囲：8/16/32/64 

Delay time 

SS_N信号がアサートされた後、データの最初のビットが送信

される前に待機する遅延時間を指定します： 

遅延時間の計算式：Delay = Delay Time * (SCLK period / 2) 

値の範囲：0 ~ 63 

Interval length 

SPI送信要求後にSS_N信号が待機するSCLKサイクルの数を

指定します： 

値の範囲：0 ~ 63 

 

WB GPIOの構成 

WB GPIOをダブルクリックして構成します(図 3-16)。 

Enable Wishbone GPIOをチェックすると、Gowin_PicoRV32は

Wishbone GPIOをサポートするようになります。デフォルトではチェック

されていません。 

Wishbone GPIOを有効にした場合、そのデータ幅(GPIO Data Width)

を構成できます。その範囲は 1〜32です。 
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図 3-16 WB GPIOの構成 

  
 

ADV SPI-Flashの構成 

ADV SPI-Flashをダブルクリックして構成します(図 3-17)。 

図 3-17 ADV SPI-Flashの構成 

  

 

Enable ADV SPI-Flashをチェックすると、Gowin_PicoRV32は ADV 

SPI-Flash Memoryをサポートするようになります。デフォルトではチェッ

クされていません。 

ADV SPI-Flashは、MCUソフトウェア設計における BINファイルの

ダウンロードおよび命令実行をサポートします。 
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ADV SPI-Flashは、読み出し、書き込み、および消去機能をサポート

します。その読み出し/書き込みモードの構成を表 3-5に示します。 

表 3-5 ADV SPI-Flash R/Wモードの構成オプション 

パラメータ 説明 

Enable Register Mode 
レジスタ・アクセス・モードを有効にします。

デフォルトではチェックされています。 

Enable Memory Map Mode 

メモリ・マップ・アクセス・モードを有効に

します。デフォルトではチェックされていま

す。 

 

OPEN WB INTERFACEの構成 

OPEN WB INTERFACEをダブルクリックして Open Wishbone 

Interfaceを構成します(図 3-18)。 

 デフォルトではチェックされていません。 

 Enable Open Wishbone Interfaceをチェックすると、Gowin_PicoRV32

は OPEN WB INTERFACEをサポートすることになります。ユーザー

はこのインターフェースでWishboneバス拡張インターフェース経由

の周辺機器を接続できます。 

 ユーザーが拡張したWishbone周辺機器用の 12個の外部割り込み信号

irq_in [31:20]は予約されています。 

図 3-18 Open Wishbone Interfacの構成 

 

 

Top Moduleの構成 

 Gowin_PicoRV32を設計の Top Moduleとして使用する場合は、「Use 

Gowin PicoRV32 as top module」をチェックして Gowin_PicoRV32を
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Top Moduleとして設定してください。 

 OPEN WB INTERFACEまたは OPEN AHB INTERFACEを構成して

Wishboneバスインターフェース経由の周辺機器を拡張する場合、図

3-19に示すように、「Use Gowin PicoRV32 as top module」オプショ

ンをチェックしないでください。 

図 3-19 Top Moduleの構成 

 

3.3 ユーザーデザイン 

Gowin_PicoRV32の構成が完了すると、Gowin_PicoRV32 IP設計が生

成されます。 

Gowin_PicoRV32 Top Moduleをインスタンス化し、Top Moduleとし

て設定するか、ユーザーデザインに接続します。 

ユーザーデザインをインポートして Gowin_PicoRV32 Top Moduleと

ユーザーデザインを接続させて完全な RTL設計を作成します。 

3.4 制約 

ユーザーRTL設計が完了したら、使用する開発ボードと出力が必要な

IOに基づいて物理制約ファイルを生成します。 

タイミング要件およびタイミング解析レポートに基づいてタイミング

制約ファイルを生成します。 

物理制約の生成方法については、『Gowin物理制約ユーザーガイド



3プロジェクトテンプレート 3.5プロジェクトの構成 

 

IPUG914-1.9J 26(32) 

 

(SUG935)』および『Arora Ⅴ物理制約ユーザーガイド(SUG1018)』を参照

してください。 

3.5 プロジェクトの構成 

3.5.1 合成オプションの構成 

「Synthesize > General」オプションを構成します(図 3-20)。 

 Top Module/Entityで実際のトップ・モジュール名を入力します。 

 Include Pathで実際のインクルードパスを入力します。 

 Verilog Languageを選択します。例えば、System Verilog 2017。 

図 3-20合成オプションの構成 

 

3.5.2 Post-Place Fileの構成 

Gowin_PicoRV32ソフトウェア設計とハードウェア設計のマージされ

たファイルをダウンロードするという方法を採用する場合、「Place & 

Route > General > Generate Post-Place File」オプションを「True」とし

て構成して Post-Place Fileを生成する必要があります(図 3-21)。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG935J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG1018J.pdf
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図 3-21 Post-Place Fileの構成 

 

3.5.3 Dual-Purpose Pinの構成 

MCU boot from external Flash and run in ITCMまたは MCU boot and 

run in external Flashを選択した場合、「Place & Route > Dual-Purpose Pin」

オプションで専用のポート(MSPI、CPUなど)を通常の IOとして多重化し

ます(図 3-22)。それ以外の場合、ピンの多重化は不要です。 

図 3-22 Dual-Purpose Pinの構成 

 

3.6 合成 

Gowinソフトウェアの合成ツールGowinSynthesisで RTL設計の合成

を実行してネットリスト・ファイルを生成します(図 3-23)。 
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図 3-23合成 

 

合成ツールの使用方法については、『Gowinソフトウェア ユーザーガ

イド(SUG100)』を参照してください。 

3.7 配置配線 

Gowinソフトウェアの配置配線ツール Place & Routeを実行して配置

配線を行い、ビットストリーム・ファイルを生成します(図 3-24)。 

図 3-24 Place & Route 

 
 

配置配線ツールの使用方法については、『Gowinソフトウェア ユーザ

ーガイド(SUG100)』を参照してください。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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3.8 ダウンロード 

ダウンロードツールである Programmerを使用してビットストリー

ム・ファイルをダウンロードします。 

Gowinソフトウェアの画面またはインストールパスで Programmerを

開いた後、メニューバーで「Edit > Configure Device」またはツールバーで

「Configure Device 」をクリックして、「Device configuration」ダイアロ

グボックスを開きます。 

開発ボード上のデバイスが LittleBeeファミリーFPGA製品の場合、ダ

ウンロード・オプションの構成は図 3-25に示すとおりです。 

 「Access Mode」のドロップダウン・リストから「Embedded Flash 

Mode」を選択します。 

 「Operation」のドロップダウン・リストから「embFlash Erase, 

Program」または「embFlash Erase, Program, Verify」を選択します。 

 「Programming Options > File name」で、ダウンロードする必要のあ

るビットストリーム・ファイルをインポートします。 

 最後に「Save」をクリックします。 

図 3-25 LittleBeeファミリーの Embedded Flash Modeの構成 

  
 

開発ボード上のデバイスが AroraファミリーFPGA製品の場合、ダウ

ンロード・オプションの構成は図 3-26に示すとおりです。 

 「Access Mode」のドロップダウン・リストから「External Flash Mode」

を選択します。 

 Operationのドロップダウン・リストから「exFlash Erase, Program thru 

GAO-Bridge」または「exFlash Erase, Program, Verify thru GAO-Bridge」

を選択します。 

 「Programming Options > File name」で、ダウンロードする必要のあ
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るビットストリーム・ファイルをインポートします。 

 「External Flash Options > Device」オプションで「Generic Flash」を

選択します。 

 「External Flash Options > Start Address」は「0x000000」に構成しま

す。 

 最後に「Save」をクリックします。 

図 3-26 Aroraファミリーの External Flash Modeの構成 

  

 

開発ボード上のデバイスが Arora V FPGA製品の場合、ダウンロー

ド・オプションの構成は図 3-27に示すとおりです。 

 「Access Mode」のドロップダウン・リストから「External Flash Mode 

5A」を選択します。 

 「Operation」のドロップダウン・リストから「exFlash Erase, Program 

5A」または「exFlash Erase, Program, Verify 5A」を選択します。 

 「Programming Options > File name」で、ダウンロードする必要のあ

るビットストリーム・ファイルをインポートします。 

 「External Flash Options > Device」オプションで「Generic Flash」を

選択します。 

 「External Flash Options > Start Address」は「0x000000」に構成しま

す。 

 最後に「Save」をクリックします。 
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図 3-27 Arora Vの External Flash Modeの構成 

 
 

Device configurationが完了したら、Programmerのツールバーの

Program/Configure「 」をクリックしてビットストリーム・ファイルを

ダウンロードします(図 3-28)。 

図 3-28ダウンロード 

 
 

Programmerの使用方法については、『Gowin Programmerユーザーガ

イド(SUG502)』を参照してください。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG502J.pdf
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4リファレンス・デザイン 

Gowin_PicoRV32のハードウェア・リファレンス・デザイン： 

…
¥ref_design¥FPGA_RefDesign¥DK_START_GW2A18_V2.0¥gowin_picorv

32； 

…
¥ref_design¥FPGA_RefDesign¥DK_START_GW2A55_V1.3¥gowin_picorv

32； 

…
¥ref_design¥FPGA_RefDesign¥DK_START_GW5A25_V2.0¥gowin_picorv

32； 

…
¥ref_design¥FPGA_RefDesign¥DK_DP_GW5AT60_V1.0¥gowin_picorv32

； 

…
¥ref_design¥FPGA_RefDesign¥DK_START_GW5AST138_V1.0¥gowin_pi

corv32。 

https://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_PicoRV32_V1.6.zip
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